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第60回 
全国野菜園芸技術研究会 

愛媛大会 
2015年７月15日(水)・16日(木) 

愛媛県松山市で開催 
 
野菜生産者同士が交流し研鑽する全野研大会は回を重ねて第６０回を迎えます。 

消費者・実需者に信頼される安全・安心で品質のよい野菜の安定生産を図り、自らの野菜

園芸経営を安定的・持続的なものにするため、全国の野菜生産者が一堂に会します。 

今回は、「しる、きく、まなぶ。つながる、つたえる、そだてる。全野研６０年 全国の仲

間と将来を担う人たちとともに」をテーマに、全国各地で活躍する野菜生産者の技術・経

営、若手生産者、後継者づくりの事例に学び、参加者同士の情報交換を活発にして、技術

向上や経営発展を目指しましょう。 

会場では園芸機器・資材・種苗の展示会を同時に開催し、生産者の皆様とメーカーの情報

交換の場も設けます。 

お誘い合わせのうえ、ご参加いただきますようお願い申し上げます。 

 

●会期：2015年７月15日(水) ～16日(木)  

●会場：奥道後 壱湯の守(愛媛県松山市末町２６７) 

 

主催：全国野菜園芸技術研究会 

後援：農林水産省、愛媛県、一般社団法人日本施設園芸協会、 

全国農業協同組合連合会、ＪＡ愛媛野菜生産者組織協議会 

協賛：全野研協賛会、日本農業新聞、日本農民新聞社 

特別協賛：㈱農協観光 
 

 
 
 
 



■７月１５日(水) 式典、講演会・事例報告、交流懇親会 
11:40～ 機器・資材・種苗展示会（～18:00） 

12:00～ 受付開始 

13:00～ 式典開会 

 主催者挨拶 

来賓祝辞・来賓紹介 

功労者表彰・感謝状贈呈 

13:55～   展示見学・休憩 

14:15～  講演Ⅰ  次世代施設園芸の全国展開 

14:40～  講演Ⅱ  愛媛県の野菜の現状と振興施策について 

15:05～  特別講演 野菜生産新技術 

・可動式光反射装置で収量・品質向上を目指す 光環境の改善技術の検証 

愛媛県農林水産研究所栽培開発室 大西亮樹 氏 

・植物診断ロボットが可能にする高精度成育状態把握と環境調節の知能化  

愛媛大学農学部 准教授 高山弘太郎 氏 

15:50～  展示見学・休憩 

16:10～   産地・生産者・若手生産者の取組み事例発表 

・施設トマト栽培の経営と今後の展望 

高知県 ㈲四万十みはら菜園 常務取締役 東 宣雄 氏 

・新規就農者の確保・育成による「志布志ピーマン産地」の再興 

鹿児島県そお鹿児島農協ピーマン専門部 

ピーマン技術研究会土着天敵研究班 部会長 下前泰雄 氏 

・中玉トマトと露地野菜等の複合経営で産直市・スーパー・飲食店への

直接販売  愛媛県松山市 風早山本農園 代表 山本克樹 氏 

・反当たり１２００万を実現するキュウリ生産 

 佐賀県佐賀市川副町 坂田和史 氏 

・いちごの東京への販路拡大 

愛媛県鬼北町 あかまつ農園 代表 赤松拓也 氏 

17:25   大会決議・スローガン採択 

17:30    次回開催地紹介 

17:35    閉会 
 

18:10～   交流懇親会 
 
■７月１６日(木) 現地視察研修（バス利用） 

●「皆さんが利用する購入苗の生産現場＆最新の植物生育診断技術と環境制御技術」 

 8:00 奥道後 壱湯の守 発 

             ベルグアース㈱ 宇和島農場視察研修 

       愛媛大学植物工場研究センター（松山市）視察研修 

       14:45 ＪＲ松山駅 着 

       15:15 松山空港 着 

●参加区分、参加費等 
Ａ． 大 会 参 加 費： ６,０００円 
Ｂ． 交 流 懇 親 会 費： ７,５００円 
Ｃ１． 宿 泊 費：  ８,０００円 （朝食付・定員利用の場合） 

 Ｃ２． 宿 泊 費： １０,２００円 （朝食付・２人１室の場合） 
 Ｃ３． 宿 泊 費： １２,４００円 （朝食付・１人１室の場合） 
Ｄ．  視 察 研 修 費：  ５,０００円 （昼食車中弁当付） 



●参加申込方法 

 ・参加申込書に、都道府県、氏名、住所、電話、参加区分（Ａ～Ｄ）等の必要事項をご

記入の上、電子メール、又はＦＡＸで、お申し込みください。 

 ・参加申込書は、ホームページhttp://www.zenyaken.com の愛媛大会開催案内にExcel

形式の参加申込書を用意しておりますので、ダウンロードしてお使いください。 

  ・申し込みは、Excel形式参加申込書に入力の上、下記Ｅ-mailに添付し送信ください。 

  申込先 Ｅ-mail callcenter01@ntour.co.jp 

ＦＡＸ  ０９８６－２１－４１７５ 

 

●参加費等のお支払い方法 
 ・参加申込書と同時に下記の指定口座にご送金下さい。 

（恐れ入りますが送金手数料はご負担をお願いいたします。） 

 三井住友銀行 神田支店 普通口座 No.２９１１１８６ 

 口座名 全国野菜園芸技術研究会 会長 大山 寛 

     （ゼンコクヤサイエンゲイギジュツケンキュウカイ カイチョウ オオヤマユタカ） 

・領収書は、参加者ごと・参加区分の経費を明示したものを受付でお渡しする予定ですが、それ

以外をご希望の場合は、領収証の宛名、内容等をあらかじめお申し出下さい。 

 

●参加申込締切   ２０１５年６月３０日（火） 

・参加申込締切を過ぎてからのキャンセルの場合、返金いたしません。 

代理の方のご出席をお願いいたします。 

 

●その他 

・７月１５日は、松山空港・ＪＲ松山駅から、大会会場の奥道後壱湯の守まで、連絡バ

スを運行します。バスの出発時間は次の通りです。事前予約は受け付けておりません

ので、ご了承ください。 
7月 15 日（水） 松山空港発 ＪＲ松山駅発 壱湯の守着 

１便 8:50 9:20 9:50 

２便 9:10 9:40 10:10 

３便 9:30 10:00 10:30 

４便 11:10 11:40 12:10 

５便 11:30 12:00 12:30 

６便 11:50 12:20 12:50 

・お車でお越しの方は、大会会場の奥道後壱湯の守敷地内の駐車場をご利用ください。 

・大会２日目の視察研修にご参加の方で、お帰りの際、宿泊会場で下車を希望される方

は、お申し込みの際にご記入ください。 

  

●参加申込み・問合せ先 

全国野菜園芸技術研究会愛媛大会 参加申込事務取扱 

株式会社農協観光 Ｎツアーコールセンター 

  Ｅ-mail callcenter01@ntour.co.jp 

  ＴＥＬ  ０５７０－０７６－８８８  ＦＡＸ ０９８６－２１－４１７５ 

http://www.zenyaken.com/
mailto:callcenter01@ntour.co.jp
mailto:callcenter01@ntour.co.jp


●大会会場アクセス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●松山空港・ＪＲ松山駅 送迎バス乗り場 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜松山空港送迎バス乗り場＞ 
到着口を出て歩道沿いを右側に進んでください。観光バス

乗降場が送迎バス乗り場になります。 

＜ＪＲ松山駅送迎バス乗り場＞ 
改札を出て右側に進んでください。日本通運

㈱松山支店前が送迎バス乗り場になります。 


